
 ４月２８日、いじめ防止対応研修を行いました。 

 子供たちが安全で安心した学校生活を送ることができるようにしていくため、いじめの未然防止、早期発見・

早期対応について教職員の個々の、組織としての指導力・対応力の向上を図ることを目的とし、いじめに係る

演習や協議も交えながら行いました。 

事例を想定したロールプレイによる演習＆協議 

いじめの訴えがあった場合を想定し、児童役、保護者役、教師役、そのやりとりを聞く観察役と話をする場

面をロールプレイで行い、その後に演習についての気付きなどについて交流をしました。 

いじめの見逃しや見過ごしがされないようにしていくために、子供たちの日々の些細な言動や問題をとら

えられるようにこれからも私たち教員がアンテナを高くもち、気付く力を高めていく共に教職員間全体で情

報共有し、チームとして子供たちの様子を複数の目で見ていきます。 

【研修後のアンケートより】 

① 本研修について理解することができたか。 ② 本研修で新たな学びがあったか。 



③ 本研修での学びは・・・ 

・ロールプレイを通じて色々な立場を体験することで、また他の先生方の指導を見ることで、実際起こ

った時の対応について事前にしっかり考えることができた。そして、組織で動くことの重要性を改め

て感じた。 

・実際の事案をもとにしたロールプレイを通して、いじめに対してどのように対応するべきかを実践的

に学べた。初期対応や児童理解への声かけ等改めて理解することができた。 

・対保護者や当該児童の気持ちに寄り添って指導していくことが大切であることを学んだ。 

・ロールプレイで自分が対応してみると、声かけ・表情・態度などどのようにしたらよいか考えられた。 

 

④ 今後の対応でいかしていきたいことは・・・ 

・児童に対する聞き取りを「なんとなく」という理由で終わらせるのではなく、しっかりと最後まで聞

き取る。 

・演習で実際に行ったやり取りを今後の児童への聞き取りや指導、保護者との連携にいかしていきた

い。 

・子供たちをよく見て、少しでも芽をみつけた時はすぐに聞き取りや対応をしていきたいと思った。 

・言葉がけ一つで印象は変わるので、誠意をもち対応していきたい。また、いじめの見過ごしがないよ

うにしっかりとした実態把握に努めたい。 

・演習を通して実際の言葉がけ、寄り添い方を学んだ。対応の具体策を自分だけでなく、組織的に対応

することの重要性を再認識した。 

・組織的に対応することが大切なので、学年で情報共有し、チームで取り組んでいきたい。 

・子供の変化を見逃さないことや関係性を作ることも大切だと感じた。今以上に関わる子供たちの様子

をしっかり見ていきたい。何かあればすぐに報告・相談をするようにしていく。 

・授業は生徒指導の場であり、誤答を認めたり、児童がお互いを大切にできるようにしたり、関係づく

りを心がけたい。 

 


